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団体紹介 Since 2007-(法人化 2019年8月）

核家族化・地域のつながりの希薄化から子育て世帯の孤立化が増え、不安や負担を感じる
子育て世帯やその応援者に、他の親子や世代を超え地域の人々との相談・交流できる場を
提供することにより、子どもの健やかな成長、豊かな感性・多様な価値観を育み、心身共
に健全に生活できる地域社会の醸成を目的とした活動を行っています。

〇 乳幼児一時託児、企業・法人への出張託児
〇Wendy‘sカフェ（スペース開放）

〇 小・中学生対象教室や宿題見守り
〇 講演会/各種教室の企画開催/交流会の企画開催
〇 子育てに関する相談、専門家へつなぐ窓口活動
〇 情報紙の編集と発行
2019～ 福島県地域で支える子育て推進事業
2020年 いわき市公民連携推進モデル事業など

施設は2019年に、認可外保育所として認定
されています。

主
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令和2年度の支援活動

令和2年度、当補助金を活用し
「アフターコロナ子育てコミュニティ事業」として

オンラインでの子育て相談事業・タブレット無償貸し出しを行った。
しかし、事業の結果として直接訪問や電話での相談希望者が多かった。

直接来られた相談者や、施設利用者へ聞き取りしたところ
いわき市内「若い子育て世代」でも

オンライン（SNS含む）活用に抵抗がある

抵抗の大きな理由⇒（わからない・やったことがない）



令和2年度 活動から見えてきた課題

 コロナ禍からの、子育て世代同士の交流減少
 子ども同士の交流減少⇒母親の孤立から問題発見※の遅れ

（※子どもの発育・虐待、貧困といった家庭環境に関わる問題）

 オンラインのサービス種類の増加
 コロナ禍を踏まえた社会への異常な速度での変化

 日常から制限の多い乳幼児の育児中
 感染症対策などで、当たり前の子育てができないストレス
 乳幼児の「なめる・触る・ふれあう」ことへの制限

長引くコロナ禍・慢性的なストレス環境

急激な社会の変化

子育て家庭の孤立



結果を令和3年度事業へ反映

地域支え合い×withコロナ社会

前年度からの相談・情報提供の事業に加え
開催要望の多い「ヨガ」と、必要とされる

「オンラインツールの講座」を託児付きで併催しました。

感染症対策を行った託児
ヨガやストレッチ/対面での交流

学び、そして実際に
オンライン講座を受ける機会の提供

参加者同士の繋がり、相談窓口、
フリーペーパーによる情報提供

ストレス解消

変化に適応する

ITスキル

繋がりの創出

子育て中の「リフレッシュ」と「まなび」を応援して
今の経験・情報・交流不足を補う

長引くコロナ禍・慢性
的なストレス環境

急激な社会の変化

子育て中の孤立

令和2年度事業から見えた課題 令和３年度事業で目指す目標 具体的な事業内容



１.オンラインツールの利用スキル・有効な活用法を学ぶ交流会
いわき市で子育てをする親子を対象として、市内4カ所（平・四
倉・常磐・勿来地区内）を会場に、心新しい生活様式に対応す
るためにITリテラシーを学ぶサロンを開催。

２.ヨガ/ストレッチ講座
心身のリフレッシュを目的とした託児付きのサロンを併催。

⇒「癒しヨガ＆おしえてスマホカフェ/女性と子どもの健康・発達講座」

３.オンライン子育て相談窓口
前年度実施した「タブレットの無償貸し出し」、「オンライン
（電話含む）子育て相談窓口」を引き続き実施するとともに、
緊急性の高い場合などに、迅速に専門家へつなぐなど、子育て
相談窓口の役割を強化。

⇒「タブレット無料貸し出し」
※上記事業実施に伴う広報紙Cofilerいわき編集・発行

事業名称
「Iwaki子育て親子リフレッシュ×まなびエール事業」

令和3年度 補助事業概要



事業実施日程
月 内 容

4月～6月

タブレット無償貸し出し・オンライン相談窓口（前年度より継続4月～）
〇 リフレッシュ(ヨガ)/IT講座・広報活動準備（4月～5月上旬）
〇 参加者募集開始（5月下旬）
〇 オンライン講座参加者募集開始(６月上旬より)

６/２９ 古滝屋（常磐・三和・小名浜・泉地区）
第①回 癒しヨガ＆おしえてスマホカフェ開催
■広報紙作成(6月号)

7月～9月

▶７/20 Wendy 女性と子どもの健康・発達講座開催
※８/25⇒9/８⇒10/13と２度の日程変更 Yuwau

（勿来・田人・泉地区）
第➁回 癒しヨガ＆おしえてスマホカフェ開催

▶９/27⇒10/14 Wendy 女性と子どもの健康・発達講座開催
■広報紙作成（9月号）

10月～12月

10/２７ 龍雲寺（内郷・好間・平・四倉地区）
第③回 癒しヨガ＆おしえてスマホカフェ開催

▶１２/７ Wendy 女性と子どもの健康・発達講座開催
■広報紙作成・発刊(12月号)

1月～3月
〇 アンケートとりまとめ・振り返り（1月～2月）

■広報紙作成・発刊（3月号）



癒しヨガ＆おしえてスマホカフェの様子

６/２９ 古滝屋 （常磐・三和・小名浜・泉地区） 参加者9名
10/13 Yuwau （勿来・田人・泉地区） 参加者６名
10/２７ 龍雲寺 （内郷・好間・平・四倉地区） 参加者3名



女性と子どもの健康・発達講座の様子

７/２０ 参加者５名 オンライン受講2名
10/１４ 参加者６名 オンライン受講２名
１２/７ 参加者3名 オンライン受講１名

（タブレット貸し出しも利用あり）



情報紙Cocofiler(ココフィレ)

発行部数：2000部
配布先：保健福祉センター
子育てコンシェルジュ
各地区公民館
市内屋内遊び場
協力店舗など

Web上でも閲覧できるよう
SNSやHP、cocolinkにも
掲載しています。



参加者の声
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お住まいの地区

癒しのヨガ＆おしえててスマホ講座(参加者全体＊アンケート回答者数16）
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その他

ヨガに参加したかった

ヨガに参加したかった;スマホ交流会に参加…

ヨガに参加したかった;その他

ヨガに参加したかった;出かけるきっかけが…

出かけるきっかけが欲しかった;その他

参加理由

ヨガ希望・出かけるきっかけを
求めての参加が8割以上だったが
スマホ交流会への希望も４件あった。

初回開催の古滝屋の参加者数が多かった
ため、小名浜地区の比率が高い。
以降は、開催日の変更や市内の感染状況
からか参加者数が定員まで達しなかった
会場もあった。

スマホ交流会では、個別相談が多く寄せ
られていた。中にはネットショッピング
のトラブルの可能性がある相談もあった
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参加した感想：ヨガ体験
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どちらでもない やや満足 満足 無回答

参加した感想：スマホ交流会

回答者のほとんどが満足、やや満足の回答。

個別の相談事例に対しての回答が多く
参加者の中には関心・利用のない相談
も中にあった。
また、専門的になりすぎて一部の参加者
のみへの対応となるシーンもあったこと
からか、無回答やどちらでもないとの
回答も見られた。

癒しのヨガ＆おしえててスマホ講座(参加者全体＊アンケート回答者数16）
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SNSの活用拡大

キャッシュレス決済

ヨガ

ヨガ;SNSの活用拡大

ヨガ;キャッシュレス決済

ヨガ;キャッシュレス決済;SNSの活用拡大

これからやってみようと思うもの(複数回答）

回答者へ今後、参加したいIT関連企画の内容への回答には
親が知りたい！デジタル教室、マイクロソフトオフィス基礎教室、instagram教室
パソコン基礎教室、スマホアプリセミナーに希望があった。

癒しのヨガ＆おしえててスマホ講座(参加者全体＊アンケート回答者数16）



女性と子どもの健康発達講座(参加者全体＊アンケート回答者数16）
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とても良かった

よかった

参加者感想

回答者のほとんどが満足、やや満足の回答。
参加者自身が興味関心のある講座に来ており
内容も充実していたこと、少人数のため質問
等の時間が多く持てることが満足度の上昇に
繋がっています。

そのため、今後も開催してほしいと
参加者の全員が回答しています。

・公園で子どもが集まる日
・気軽にママ同士で話す場
・障がい児を預かってくれる託児所・発達についての情報交流会
・浮きこぼれの子に対する支援
・屋内外でサークル内から出る事なく、のびのび遊べる場所
・学校に行きたくない時に行ける場所、総合案内のような所

【いわき市内にあるとよいと思われる企画・施設について（自由記述）】



女性と子どもの健康発達講座(参加者全体＊アンケート回答者数16）

講義が始まってから「チャットがホストにより無効となっています」となって
おり、チャット機能を使う事ができず、返信をしたくても出来ず、焦ってしま
いました。結果的に無言聴講となってしまい、すみませんでした。
今回は、オンラインも併用した貴重な講座を開催してくださいまして、どうも
ありがとうございました。

今日のzoomは、やはり音声が聞き取りにくかったです。
マスクをして、アクリル板もあるので難しいですよね。

オンラインならではの感想・課題

直接参加者の声を拾うためマイクを広域にしていたため
環境音や託児の音声などで聞き取りにくかった。
講師には専用のマイクをつけていただくことで解消した。

スタッフは進行に集中していた為、設定に気付くのが遅れた。
オンライン講師のサポートにより解消できたが、オンライン
参加者とのタイミングを合わせる為には、より人員が必要だった。



講 師 所 見

【良かった点】

普段は企業の経営者向けに講座を開催しているため、ビジネスでの活用を

対象としたお話を中心としているため、今回の講座のように、一般の方々

向けに、生活の中でのスマートフォンの便利な使い方をお伝えすることが

できたこと、一般の方々が悩んでいることや知りたいことを把握すること

ができたこと、一般の方々にスマートフォンアプリなどのお役立ち情報で

あったりセキュリティーに関する情報を伝えることができた事が良かった

点です。

【改善点】

インスタグラム講座や動画講座など、具体的テーマを決めての講座開催も

いいかと思いました。

IT講師 久野雅己先生 （「癒しヨガ＆おしえてスマホカフェ」)



コロナ禍の影響もあり、体だけではなく、心の安定を求めて参加され

る方がほとんどでした。呼吸が浅いまま忙しい生活をしてるせいで、

不調につながっているのかなと推測できました。

呼吸を丁寧にかんじたり、リラックスする時間が必要で、ヨガで練習

したことを続けられるようにお伝えいたしました。

参加者より、個別に（体がほぐれた、温かくなったと）感想のメール

が届いて嬉しい限りです。

単発ではもったいないので、長く続けられる場があれば良いと思いま

した。

ヨガ講師 藁谷弘子先生 （「癒しヨガ＆おしえてスマホカフェ」)

講 師 所 見



講 師 所 見

コロナ禍の中で講座に参加すること自体、大変なことだと思っておりまし

た。しかし、オンラインを取り入れて開催できたこと自体が評価すべき点だ

と思います。

まだまだオンラインに参加することには慣れていないかもしれませんが、そ

の人に会った参加の形態の１つとして、今後少しずつ浸透するんだろうなと

思います。

コロナ禍の中で、子育て講座を開催している皆さんの努力に敬意を表しま

す。

医療創生大学 久米美代子先生 （7/20「女性の健康を考える」)



参加された方々がそれぞれ悩みや課題を抱えておられ、目的をもっての参

加であることを感じました。

人数も多くないので、自分の悩みを語ったり、お互いの情報を交換したり

していて有意義だったと思います。

ウエンデイさんのような民間の団体なので、子育て中の親の視点で計画さ

れているのだと思いました。

連絡など、いつも丁寧な対応をしてくださって、感謝しています。

いわき短期大学 佐野法子先生（10/13「心の発達とあそびついて」)

講 師 所 見



子育て支援をされている方々（子育て中の方も含めて）に、発達障害の子
どもへの関わり方や、将来のためになる基本方針やポイントをお伝え出来
た点がよかったと思います。

スムーズな運営で、安心して臨むことができました。

皆さん、事前に充分理解されており、雰囲気もよく、お話ししやすかった
です。また、こうした支援者の方々と共に聞いていただくことで、今後を
しっかりゆだねられることが、とてもありがたく、よい設定であると感じ
ることができました。

医療創生大学 山本佳子先生（1２/７「子ども達の未来のために」)

講 師 所 見



母子・子育てコンシェルジュ感想

【事業への感想】

・託児で子どもさんを預かることで少しの時間でもママたちが自分だけの時

間を持てリフレッシュ感があり心にゆとりが持てたのではないかと感じまし

た。参加の感想を聞きましたが、ヨガはとても楽しみにしていた。体を動か

すことが出来てよかった、スマホ世代のママ達でも普段聞きにくいことが聞

けたなど嬉しい感想を聞くことが出来ました。短時間でも、ママだけの時間

を持つことが出来ることは重要なことと思いました。

・質疑応答の時間には、場合によっては1対１での対応を要することもある。

事前に質問事項などを募っておくことも良いのでは。参加できなかった場合

でも、対応ができるようになる。

・イベントのチラシに感染対策についての記載があるので、安心して申し込

み参加できると思いました。



【団体・活動への感想】

・子育てサロンや元気センターに行きますと、お子さんの発達や躾に自身の

なさや不安を持っているお母さんが多くいます。また1.6健診で引っ掛かっ

たお子さんの話を聞く機会も多いです。そのようなお子さんを持つ保護者の

方々のつぶやき会、先輩ママとのお話会などがあればいいなと思います。

・他者との交流の機会が減り易い産後（特に４か月以降１０か月未満）のマ

マ達、育児への不安や孤立感を抱える方が、コロナ禍以前より増えていると

感じます。またママ達も交流の場、機会の必要性を感じています。オンライ

ン上もよいのですが、やはり直接会える機会を欲していると思います。

ここ常磐にいると、平にはウェンディさんがあっていいなーと思うことがし

ばしばあります。他地区への出張講座やおしゃべりなど、たくさん企画して

いただけるとうれしいです。

母子・子育てコンシェルジュ感想



Wendyスタッフの感想

・10月13日と10月27日、13日は託児で参加しました。予定では託児とヨガ

をする場所が別々になる事になっていましたが、託児の人数が減りヨガの場

所で託児となりました。お子さんが何度もママは？と言って姿を確認しなが

らも、安心した様子で遊べていたので、託児が別々ではなく一緒で良かった

と思いました。

・私も育児中の母親なので、スタッフとして託児を担当するだけでなく参加

者としても事業を体験しました。体が硬いためヨガの難しい体勢が出来るか

心配でしたが、終わった後は身体も心もすっきり出来ました。スマホカフェ

では、子どもにスマホを持たせる際に気をつける事やネットの危険性も教え

て頂き、大変勉強になりました。



総括/資料 ①

昨年度の活動から【癒し】ヨガ＆【IT知識】スマホ教室を開催しました。

参加者の満足度に関してはアンケートでも高い評価を得ましたが、育児中の限られた時間

の中では子育ての不安や課題の発見、母親同士の交流など問題解消すべきことの多くを

取り入れることが難しいと感じました。

子育て世代はストレスを感じる方が多くいます。昨今の新型コロナウイルス感染症により

特に増加しているように感じます。このストレスの軽減に子育てに必要と思われる「学び」

の時間や「リフレッシュタイム」のバランスが取れた事業を行うことが大切です。

また参加には「対面」と「オンライン」でのハイブリット形式を用いたことで、参加者の状況

に合わせて選べることも重要かと思います。

今後、このような参加スタイルが日常的に定着することを想定した企画を多く取り入れ

ることが、どの分野においても求められると思っています。



当団体がこれまでに関わった子育て世代から、「癒されたい！」という声が多く聞こえ

てきたことで、コロナ渦の影響も受けた世帯が多いことを痛感しています。

今後も、対面事業をメインには据え、オンラインでの受講も可能として参加人口を増や

し、必要と思われる子育てに関する知識や新しい生活スタイルに必要なITスキルの向上

など、社会的に必要とされる情報を発信しながら、包括的な子育て支援活動を実施して

いきます。

最後に…本事業へご協力下さった各講師の先生方、関係各所の皆さま、ありがとうご

ざいました。

地域の支援団体の1つとして、しっかりと活動してまいります。

【回答アンケート保存URL】

https://drive.google.com/drive/folders/1XC3EZLpe1ke-Ifyph9cvJdujuhgYdYPV?usp=sharing

総括/資料 ②


